
定量報告 

 

地域密着型金融推進計画と進捗状況【平成２６年４月～平成２７年３月】 

定量情報 監督指針に基づく開示要請項目 当庫が目標とする経営指標等 平成２７年３月までの進捗状況 

(１)経営改善支援 

事業再生・業種転換支援 

①経営改善支援取組先数（年間 80 先以上） 

 

 

②経営指標分析資料の還元件数（年間 500 件以上） 

 

 

①平成 26 年度経営改善支援先のうち 83 先を

本部関与先とし、一連の経営改善支援に取

組みました。 

②977件(財務分析総合表   295 件) 

     (財務分析一覧表   682 件) 

           

(２)創業・新事業開拓支援 

   

①創業・新事業支援融資先数（年間 50 先以上） 

 

①64 先を実行しました。 

  

(３)成長支援 

   

①売掛債権担保融資、ＡＢＬ、にししん機械担保ロー

ン等の取扱件数 （年間 5先以上） 

②ビジネスマッチング成約実績（年間 25 件以上） 

 

 

①1先を実行しました。 

 

②60件のビジネスマッチング成約がありまし

た。 

(４)ライフステージに応じた、外部支援機関・外部専門家との連携による支援 ①外部支援機関・外部専門家の紹介・活用件数（年間

30 件以上） 

 

①63 件活用しました。 

・独）中小企業基盤整備機構の窓口相談、専

門家派遣等 

 

(５)ライフステージに応じた、中小企業支援施策の認定支援 ①中小企業施策等認定件数（年間 60 件以上） 

 

①95 件認定を受けました。 

・ものづくり補助金（中小企業・小規模事業

者ものづくり・商業・サービス革新事業）等 

 

 



経 営 改 善 支 援 の 取 組 み 実 績 進 捗 状 況

【平成２６年４月～平成２７年３月】
（単位：先数）

α のうち期末に債務
者区分がランクアッ
プした先数　β

α のうち期末に債務
者区分が変化しな
かった先　γ

α のうち再生計画を
策定した先数　δ

正常先　① 5,447 3 2 3 0.06% 0.00%

うちその他要注意先　② 564 57 6 38 57 10.11% 10.53% 100.00%

うち要管理先　③ 36 19 4 14 19 52.78% 21.05% 100.00%

破綻懸念先　④ 43 4 1 3 4 9.30% 25.00% 100.00%

実質破綻先　⑤ 29 0 0 0 0 0.00% #DIV/0! #DIV/0!

破綻先　⑥ 6 0 0 0 0 0.00% #DIV/0! #DIV/0!

小　計（②～⑥の計） 678 80 11 55 80 11.80% 13.75% 100.00%

合　計 6,125 83 11 57 83 1.36% 13.25% 100.00%

（注） ・期初債務者数及び債務者区分は平成２６年４月当初時点で整理。
・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。
・β には、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。
　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はα に含めるもののβ に含めない。
・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβ に含める。

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
・γ には、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。
・みなし正常先については正常先の債務者数に計上。
・「再生計画を策定した先数」＝「中小企業再生支援協議会の再生計画策定先」＋「ＲＣＣの支援決定先」＋「金融機関独自
　の再生計画策定先」

・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期
初の債務者区分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理。
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定性報告 

 

【平成 26 年度 地域密着型金融推進計画】 

項 目 具体的取組み策 平成 27 年３月までの進捗状況 

1.顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮 

経営改善支援 

事業再生・業種転換支援 

（１）計画策定支援及び、定期的な面談による進捗状況の把握 平成２６年度はお借入れ条件の変更等をされた取引先を経営改善支援先とし、うち８３先を本部関与先として、営業

店と本部が連携のうえ、面談記録等や年２回の営業店へのヒアリング実施で情報を共有し、経営課題の抽出から経

営計画の策定、及びソリューションの提案といった、一連の経営改善支援に取組みました。 

（２）財務分析等の経営指標分析資料の還元 経営指標分析資料をのべ９７７件還元し、取引先への経営アドバイスとして活用しました。 

（３）中小企業支援施策や外部支援機関･外部専門家に関する、

情報提供や活用支援 

企業支援部が各省庁・各関係機関より積極的に中小企業支援施策や外部支援機関・外部専門家の情報収集に

取組むとともに、金庫内情報共有システムを活用し各営業店と情報共有を図っております。 

平成２６年度は、中小企業支援施策や外部支援機関・外部専門家に関する１０４件の情報を収集し、金庫内情報

共有システムへ登録するとともに、取引先に情報提供した結果、のべ８４先の取引先が認定、採択されました。 

 

主な中小企業支援施策名 

ものづくり補助金 

エネルギー使用合理化等事業者支援補助金 

経営改善計画策定支援事業 

 

また、当金庫が情報提供した外部支援機関・外部専門家のうち、のべ１０先の取引先が窓口相談や専門家派遣等

を活用しました。 

 

外部支援機関・外部専門家名と活用内容 

独）中小企業基盤整備機構の窓口相談等他 
 

創業・新事業開拓支援 

（１）創業・新事業支援融資の推進 

 

創業・新事業支援を目的とした融資案件に積極的に取組んだ結果、合計６４先７２７百万円を実行しました。 



 

項 目 具体的取組み策 平成 27 年３月までの進捗状況 

 

（２）中小企業支援施策や外部支援機関･外部専門家に関する、

情報提供や活用支援 

中小企業支援施策や外部支援機関・外部専門家に関する情報提供を行いました。 

当金庫が情報提供した中小企業支援施策のうち、１１先の取引先が認定・採択されました。 

 

主な中小企業支援施策名 

創業補助金（創業促進補助金） 

経営革新計画 

 

また、当金庫が情報提供した外部支援機関・外部専門家のうち、のべ５３先の取引先が窓口相談や専門家派遣等

を活用しました。 

 

外部支援機関・外部専門家名と活用内容 

独)中小企業基盤整備機構の窓口相談等他 

 

 

成長支援 

（１）事業価値を見極めた融資手法の活用(不動産担保や個人保

証に過度に依存しない融資の推進) 

担保・保証に過度に依存しない融資の推進の一環として、ＡＢＬ融資（売掛債権担保融資）を１先１４５百万円実行

しました。 

（２）ビジネスマッチング支援 取引先の課題解決や販路開拓支援を目的に、当金庫の営業ネットワークを活用したビジネスマッチングを実施し、

６０件が成約となりました。 

（３）海外進出・海外取引を検討する企業への、外部支援機関等に

関する情報提供 

海外進出・海外取引を検討する企業へ、以下の外部支援機関の情報を提供しました。 

外部支援機関 

信金中央金庫 

独)中小企業基盤整備機構 
 

事業承継支援 

（１）セミナー等の開催による、事業承継に有用な情報提供 取引先企業の円滑な事業承継に向けた支援体制構築を図るため、提携しているコンサル業者を講師として、事業

承継全般について体系的・網羅的に学べる勉強会を、当金庫職員向けに８回実施しました。 

（２）事業承継の相談に対応可能な人材の育成 

（３）Ｍ＆Ａ情報の提供 平成２６年度はＭ＆Ａ情報６件を提供しました。 



 

項 目 具体的取組み策 平成 27 年３月までの進捗状況 

2.地域の面的再生への積極的な参画 

地域経済の活性化に向け

たプロジェクトへの参画 

（１）地域経済の活性化プロジェクトへの参画 地域のお祭りである「西尾祇園祭」において、７月１９日、２０日の２日間に亘り、当金庫は信金マッチングブースとし

て出展しました。東日本大震災被災地への慈善活動を目的とし、同被災地に所在する信用金庫の取引先商品を購

入し、収益金は当庫ボランティア部を通じて、被災地復興を目的に寄付しました。 

 

 

地域の環境保全や再生活

動への参画 

（１） 地域環境の保全や再生活動への支援を目的とする商品の開

発 

環境保全に貢献するため、引き続き「ＥＣＯカーローン」「リフォームプラン・エコ」を推進しました。 

その結果、平成２６年度の実績は「ＥＣＯカーローン」２９０件、５３４百万円、「リフォームプラン・エコ」は２３件７２百万

円となりました。 

   

地域金融経済教育 

（１）地元小中学校・高校に対する、金融・経済教育の実施 ・地域の小学生（保護者含む）、中学生、高校生に対し以下の通り職場体験学習、金融教育を実施しました。 

＜職場体験学習＞ 

6 月 4 日・５日    依佐美中学校 2 名 

6 月 5 日・6 日 東部中学校 1 名 

7 月 28 日～30 日 鶴城丘高校 2 名 

〃 知立高校 3 名 

8 月 20 日～21 日  六ツ美北中学校 3 名 

10 月 17 日～18 日 鶴城中学校 6 名 

11 月 12 日・14 日 寺津中学校 １名 

 

 

＜金融教育＞ 

8 月 7 日    
西尾市内小学生 

（保護者同伴） 
78 名 親子金融教室 

10 月 22 日 佐久島中学校 11 名 
社会人講話 

（金融機関） 

12 月 5 日 幡豆小学校 65 名 金融教育出前授業 

12 月 10 日 室場小学校 35 名 金融教育出前授業 

 
 

 



 

項 目 具体的取組み策 平成 27 年３月までの進捗状況 

3. 地域や利用者に対する積極的な情報発信 

地域密着型金融の取組み

状況の公表 

（１）地域密着型金融の取組み状況に関する、ディスクロージャー

誌及びホームページ上での公表 

ディスクロージャー誌及びホームページに地域密着型金融への様々な取組事例を掲載しました。 

地域住民や経営者に役立

つ情報の提供 

（１） 地域住民や経営者向けのセミナー・相談会の開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・当金庫研修課長を講師として、取引先新入社員ビジネスマナー研修及びフォローアップ研修を３回開催し、１１５

名の参加がありました。 

 

 

・平成２７年１月１５日、新春経済講演会を開催しました。 

国内外における様々な変化に対応し、専門家から見た平成２７年の経済情勢について情報提供を行いました。 

 

 

・「にししん経営者倶楽部」の会員を対象に、講演会を５回開催しました。 

 

 

・広く一般のお客さまを対象に、講演会・セミナーを５回開催しました。 
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